産業廃棄物処理委託契約書

	収入印紙


排出事業者　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、処分業者　南あわじ市産業廃棄物最終処分場管理者　南あわじ市長　守本　憲弘（以下「乙」という。）は、甲が排出する産業廃棄物の処分に関して、次のとおり処理委託契約を締結する。

（委託業務）

第１条　甲は、産業廃棄物を処理するに当たり、第３条に定める産業廃棄物の種類及び数量を第１１条に定める委託契約期間に限り、乙にその処分業務を委託する。

（許可証の写しの添付と許可の確認）

第２条　乙は、本契約を締結するに当たり、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃棄物処理法」という。）に基づく乙の産業廃棄物処分業の許可証の写しを本契約書に添付する。なお、乙は、許可事項に変更があった場合は、速やかにその旨を甲に通知し、本契約書に変更した許可証又は認定証の写しを添付する。ただし、甲が写しの添付を必要としないときは、省略することができる。

２　甲は、その許可証又は認定証の写しにより次の項目及び第３条記載事項が有効であることを確認する。

（１）許可した都道府県・政令市

（２）事業の範囲（処分の方法ごとに取り扱う産業廃棄物の種類）

（３）許可証番号

（４）許可年月日と許可の有効年月日

（５）事業の用に供するすべての施設（施設毎に種類、設置場所、設置年月日、処理能力、設置許可年月日、許可番号）

（６）許可の条件

（委託内容）

第３条　甲は、下記の内容に基づき、産業廃棄物の処分を乙に委託する。

１　委託する産業廃棄物の種類　　　陶器くず（瓦）　　　　　　　　　　　建設廃材

２　数量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トン　　　　　　　　　　　　　　トン
３　処分料金（消費税含む）　　　　　　　　　　　　　円　　　　　　　　　　　　　　　円
４　処分場の所在地　　　　　　　　南あわじ市伊加利２０１６番地３他

５　処分の方法　　　　　　　　　　最終処分（安定型）

６　処分施設の能力　　　　　　　　１，１６３，１２８立方メートル

７　必要情報（性状、腐敗、揮発等の性状の変化、荷姿、他の廃棄物との混合による支障の発生、取扱上の注意事項等）固形状・腐敗しない・荷姿（バラ）
８　事業所又は工事名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９　発生場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（産業廃棄物管理票）

第４条　甲は、産業廃棄物の収集、運搬を収集運搬業者に委託し、乙に産業廃棄物の処分を委託するときは、廃棄物処理法に定める産業廃棄物管理票を必ず作成するものとする。

（業務完了報告）

第５条　乙は、本契約による業務が完了した場合は、甲にその旨を通知しなければならない。ただし、産業廃棄物管理票を、甲に提出することによって、業務完了報告に代えることができるものとする。

（処理料金）

第６条　産業廃棄物発生事業者（以下「発生事業者」という。）は、事前に乙に処分予定廃棄物申込書を提出し、受入基準との整合性について確認を受けるものとする。なお、発生事業者は、事前確認後、搬入予定産業廃棄物の量に見合う利用券を購入することとする。

（情報の提供）

第７条　甲は、委託する産業廃棄物を適正に処分するため、その産業廃棄物についての必要な情報を第３条の必要情報欄に記入し、乙に示さなければならない。ただし、甲は、瓦くず、コンクリートがら等でその形状、性状等が社会的に認知されている産業廃棄物に関する情報提供については、特殊な場合を除き、乙と協議してこれを省略することができる。

（再委託の禁止）

第８条　乙は、甲から受託した産業廃棄物の処分業務を他人に再委託してはならない。ただし、乙が、再委託する業者の処分業の許可証の写し又は、再委託する産業廃棄物の処分方法ごとの種類、数量及び処分施設の処理能力と所在地を、あらかじめ甲に提供し、甲から書面による承諾を得て、廃棄物処理法の定める再委託基準に従い再委託する場合はこの限りではない。

（機密保持）

第９条　甲及び乙は、本契約に関連して業務上知り得た相手方の機密を第３者に漏洩してはならない。公表する必要がある場合は、相手方の文書による承諾を必要とするものとする。

（契約の解除）

第１０条　甲及び乙は、相手方が本契約の条項のいずれか又は、関係法令の規定に違反したときは、本契約を解除することができる。

２　前項の規定により本契約を解除する場合であっても、本契約に基づき甲から引渡しを受けた産業廃棄物の処分を乙が完了していないときは、甲及び乙は、その産業廃棄物を甲、乙の責任で処理した後でなければ本契約を解除できない。

（委託契約期間）

第１１条　本契約は、有効期間を令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までとする。

（協議）

第１２条　本契約に定めのない事項並びに本契約の各条項に関する疑義が生じたときは、その都度甲及び乙が誠意を持って協議のうえ、これを決定するものとする。

　本契約の成立を証するために本契約書２通を作成し、甲と乙とは各々記名押印の上各１通を保有する。

　令和　　年　　月　　日

甲　　住所　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

乙　　住所　　南あわじ市市善光寺２２番地１
氏名　　南あわじ市　代表者　
南あわじ市長　　守　本　憲　弘　　印
最終処分業者　　住所　　　　南あわじ市伊加利２０１６番地３
名称　　　　南あわじ市産業廃棄物最終処分場

代表者　　　管理者　南あわじ市長
許可番号　　兵庫県指令洲保７４号の２

許可区分　　最終処分（安定型）

許可品目　　建設廃材・ガラス及び陶磁器くず・金属くず

・ゴムくず・廃プラスチック類・その他（土砂）
